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楽 しかつた山行、快適だつた滑降 というのも、いくつもある様な気がするが、
これひ とつお薦め !、 というのは難 しい。樹間の狭 い蓼科山で、パ ウダース ノー
の超快適滑降を経験 した事もあるし、あの平 らな平標山がアイスバーンで滑れず、
スキーを引つぱつてずるずると下 りた事もある。ホワイ ト・アウ トの中でルー ト
フアインデイングに成功 し、ぴたつと目的地に着 いた時なんてのも、結構な
充実感 を味わえる。そんな意外な事 こそ、過 ぎて しまえばおも しろい。何が待 つ
てるかよく分からないゲーム性 こそ、山スキーの魅力だと思 つている。
意外性もゲーム性もあまりな いけれ ども、何度でも行つてみたいなあと思 うの
は、富士山だ。山スキーをや らない前か ら、そもそも山登 りとして富士山が好き _
で、十数 回は登つている。初めて登 つたのが、山岳会に入 つて初めての、「新人
歓迎山行」 というやつで、時は 5月 、スキーで滑 つている人 を見たが、あの時は、
ピカピカのアイゼ ンを初めてつけるのがうれ しくて、アイゼ ンで下 りる方がよつ
ぱ どかっこいぃと思 つていた。

何年か後に、やはり 5月 の富士山頂で、横笛 を吹いている人に出会つた。曲 目
は、状況ぴつた りの 「コン ドルは飛んでいくJで 、澄んだ音色は、流れる雲に
乗つて、四方の裾野の風景に溶 け込んでいくようであ り、不覚にもうつとりと
聴き惚れて しまう私であつた。曲が終わるとその人は、「では、お先に」 と一言
残す と、スキーで颯爽 と下つていつた。ああいうのつて憧れちゃうな、と私は
トボ トボ と徒歩で下 つた。

そのさらに数年後に、私はスキーを覚え、雪のある季節 にスキーを持たずに

富士山に行 くなんで、考えられなくなって しまつた。富士山のスキーは、開けつ
ぴろげに大胆で、単純明快、実はどこよ りも高い所が何よ りいい。シーズ ンの
締め括 りに、毎年でも滑 つてみたいと思 つている。 ところで、あの 日の憧れは
どうなったか というと、 2万 円もする篠笛も買つてみたけど、音 を出すのも
難 しく、今だにハ長調の 「山の音楽家」 しか吹けない。届かない夢なんていくら 一
でもあるもんです。
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